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サシバの里自然学校の柱は３本

保全×遊び×教育
＝自然学校

守る 遊ぶ 伝える



保全×遊び×教育
＝自然学校

里山を適正に維持管理する



保全×遊び×教育
＝自然学校

自然とともに遊ぶ



保全×遊び×教育
＝自然学校

能動的な遊び方を伝える



サシバの里自然学校の体験型環境教育プログラムのねらい

自然に親しむ心を育む
（自然保護の芽を育てる）



2020年
コロナ禍での対応



ネットで生きもの塾（オンライン自然観察）

4月上旬 フェイスブックライブでのオンライン配信を開始



ネットで生きもの塾

• 2020年3月下旬 新型コロナ感染拡大の影響により
対面での自然観察会ができなくなってしまった。

季節は待ってくれない。
今、この瞬間の景色を届けたい。



ネットで生きもの塾
4月～5月 毎週土曜日配信



6月からは対面での観察会が再開されたため隔週で実施中

総再生回数４０００回以上 （2020年6月末）



YouTubeという選択肢もあるのでは？
• YouTubeの肝は、トリミング、効果音など動画編集技術
→ユーチューバーは動画編集に多くに時間を割いている。

•インタープリター（自然ガイド）として、ライブで勝負したい。
→ライブ配信ならば撮影時以外に作業時間がない。（手間がかからない）



栃木県内の自然体験活動団体向け
新型コロナウイルス感染症感染拡大

に関する影響調査

実施団体 とちぎ自然体験活動ネットワーク準備委員会
とちぎ自然体験活動ネットワーク準備委員会
・代表：遠藤隼（サシバの里自然学校）
・塚本竜也 （トチギ環境未来基地）
・塩澤達俊 （とちぎYMCA）
・大木本舞 （とちぎコミュニティ基金）



調査の目的及び概要
・目的：多様性に富んだ豊かな自然は栃木県を代表する大きな地域資源です。しかし、その自然環境を活かし、守り、伝えながら

懸命に活動している県内の自然体験活動団体への支援はこのコロナ禍において十分に行われておりません。このアンケートを通し

て、コロナ禍における県内の自然体験活動団体の活動・経営の現状を把握し、課題を明確にすることを目的としています。

回答期間：９月４日～９月２６日（土）２３：５９

対象団体：栃木県内に所在を置き、定期的に自然体験活動を実施している団体

回答数：２８件

調査方法：ウェブアンケートでの実施

実施団体：とちぎ自然体験活動ネットワーク準備委員会

実施協力：とちぎボランティアNPOセンター ぽぽら



調査結果の要約

•約8割の自然体験活動団体において「経営に影響が出ている」と
回答され、約半数の団体で100万円以上の売上減少が見られる。
→経営難に苦しんでおり、金銭的な支援が必要

•この8ヶ月間で約28000人の自然体験の機会が失われている。
→心身の活力低下、環境問題やSDGｓへの関心低下が懸念される

•体験の場を減らさないためにガイドラインを設け対策しながら継
続して実施している団体も多く、継続するための活動PRの場や
情報発信の機会を求める声が多い。
→利用促進のための支援策を求めている



11月19日下野新聞掲載



地域の幼児教育機関と連携した
里山環境を活用した体験型環境教育プログラムの評価

～地域のこどもたちへ自然体験を～



・実践調査の概要
（私自身の宇都宮大学大学院の修士研究の一環として実施）

目的
幼児期の里山での遊びが自然環境への興味関心を深め、
環境教育的効果があり得るかを検証することを目的とする。 

対象
認定こども園 I幼稚園 年長児（29名）
１年間（全7回）を通した「生き物探し」を軸とした自然体験プログラムを
検討し、園児たちの生き物への興味関心の変容を観察していく。



調査・評価方法
① 事前事後保護者へのアンケート
園児の家庭環境や自然とのふれあいの経験を調査する。

② 保育士へのインタビュー
体験中や園での日常生活の中で、体験後の変容を調査する。

③ 体験後の描画（お絵かき）
内面の心情変化を調査する。
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【保護者アンケート】
自然体験プログラム前後の「園児が自ら捕まえられる生き物」の変化

体験前 体験後

増加

増加
増加

増加
増加

増加

ダンゴムシ、バッタ、チョウチョ、小さなカエル、ミミズで増加がみられた。



6月 7月

10月11月

余白が減っている

描かれている生き物の
数が増えてる

生き物への興味関心が
増している様子が
うかがえる

B男の体験後
の描画

6匹 13匹

14匹18匹



今後の展望

オンラインを活かして参加対象の幅を広げたい！

県内の自然環境を活かした自然保育や自然体験を盛り上げたい！！


